
平成19年３月期　第１四半期財務・業績の概況(連結)

　

平成18年８月11日

上場会社名 株式会社 極楽湯 　 (コード番号：２３４０ ＪＡＳＤＡＱ)

（URL　http://www.gokurakuyu.ne.jp） 　 　

問合せ先 代表者役職・氏名 代表取締役社長 新川 隆丈 　

　 責任者役職・氏名 取締役執行役員管理本部長 松本 俊二 　

　 　 　 　 TEL：(03) 5275－0580

　

１．四半期財務情報の作成等に係る事項
①　会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無　　　：有

(内容) 法人税等の計上は、簡便な方法により計算しております。その他影響の些少なものについ
ては、一部簡便な方法により計上しております。

②　最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無　：有
(内容) リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引

について、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理から、通常の売買取引に係る方
法に準じた会計処理に変更しております。

③　連結及び持分法の適用範囲の異動の有無　　　　　　　：無

　

２．平成19年３月期第１四半期財務・業績の概況（平成18年４月１日～平成18年６月30日）

平成18年３月期末より連結決算を実施しているため、平成18年３月期第１四半期につきましては記載してお
りません。
　(1) 経営成績（連結）の進捗状況 　
　

　 売上高 営業利益 経常利益 四半期(当期)純利益

　 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

19年３月期第１四半期 1,714 ― △54 ― △89 ― △42 ―

18年３月期第１四半期 ― ― ― ― ― ― ― ―

（参考）18年３月期 5,759 　 150 　 348 　 158  

　

　
１株当たり四半期
(当期)純利益

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

　 円 銭 円 銭

19年３月期第１四半期 △19 07 ― ―

18年３月期第１四半期 ― ― ― ―

（参考）18年３月期 86 08 85 70

(注)　１．売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、前年同四半期に対する増減率であります。

２．平成19年３月期第１四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益は、第１四半期純損失を計上している

ため記載しておりません。

　

［経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等］
　　当第１四半期（平成18年４月1日～平成18年６月30日）におけるわが国経済は、個人消費や設備投資の増
加により景気は着実に回復を続けている一方、米国景気の減速不安や長期化する原油価格高騰の影響が懸念
される状況にあります。
　このような状況の中、当社グループは「極楽湯」の積極的な出店計画の実行に加え、お客様満足度の一層
の向上に努めてまいりました。平成18年６月には青森店が開店し、下期には多摩センター店（仮称）、福井
店（仮称）、津店（仮称）の３店舗が開店する予定であり、順調に出店を行っている一方で、出店に伴う費
用や平成18年４月に実施した第三者割当増資に関わる費用および積極的な出店に対応すべく人材の確保・育
成のための費用等が発生いたしました。
　この結果、第１四半期（平成18年４月1日～平成18年６月30日）における業績は、売上高1,714百万円、経
常損失89百万円、第１四半期純損失42百万円となりました。
　今後も、中期経営計画において打ち出しております「極楽湯」60店舗（直営店30、ＦＣ店30）体制の実現
に向けて、積極的な出店を行ってまいる所存です。
　また、その計画実現に向け、企業としての名と実を一致させ、専業会社であることを強く内外に訴求して
いくことが必要との認識に立ち、平成18年７月１日付で商号を「自然堂」から「極楽湯」に変更いたしまし
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た。その結果、企業としての「極楽湯」も、温浴施設としての「極楽湯」も、広く世間に浸透し評価され、
健全な成長が可能になると考えております。

　
　
　(2) 財政状態（連結）の変動状況 　
　

　 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

　 百万円 百万円 ％ 円 銭

19年３月期第１四半期 13,297 5,652 42.5 2,452 89

18年３月期第１四半期 ― ― ― ― ―

（参考）18年３月期 9,255 4,359 47.1 2,371 13
　
［財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等］

　　当第１四半期（平成18年４月1日～平成18年６月30日）における総資産は、13,297百万円となり、前連結
会計年度末と比較して4,042百万円増加しました。この主な要因は、平成18年7月5日に企業会計基準委員会
より提示された 「リース取引に関する会計基準（案）」に準拠する形で、リース資産を貸借対照表に計上
（オンバランス）したことによります。　
　その結果、前連結会計年度末と比較して、資産は保証金が1,951百万円、負債はリース債務が307百万円、
長期リース債務が2,777百万円それぞれ増加いたしました。　
　株主資本は、主に平成18年４月に第三者割当増資を実施したことによるもので、前連結会計年度末と比較
して1,289百万円増加しました。また、第１四半期末発行済株式数は、465千株増加し2,304千株となりまし
た。

　
３．平成19年３月期の連結業績予想（平成18年４月１日～平成19年３月31日）

　 売上高 経常利益 当期純利益

　 百万円 百万円 百万円

中間期 3,500 60 30

通期 8,000 200 100

(参考)　1株当たり予想当期純利益(通期)　43円40銭

　

※　上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要
素を含んでおります。実際の実績等は、業況の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。

　

［業績予想に関する定性的情報等］
　　中間期及び通期の業績予想につきましては、平成18年５月19日の決算短信で発表しました業績予想に変更
ありません。

　
○添付資料

　　(要約)四半期連結貸借対照表、(要約)四半期連結損益計算書
以上
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１.(要約）四半期連結貸借対照表

　　　（単位：千円、％）

科　　目

当四半期
(平成19年３月期
第１四半期末)

( 参　考 )
平成18年３月期

金額 構成比 金額 構成比

(資産の部) 　 　 　 　 　 　

Ⅰ　流動資産 　 　 　 　 　 　

　１ 現金及び預金 　 2,685,461 　 　 970,952 　

　２ 売掛金 　 42,436 　 　 58,313 　

　３ たな卸資産 　 22,348 　 　 21,878 　

　４ 仮払金 　 ― 　 　 666,758 　

　５ 繰延税金資産 　 29,613 　 　 28,957 　

　６ その他 　 200,664 　 　 164,291 　

　　　流動資産合計 　 2,980,524 22.4 　 1,911,152 20.6

Ⅱ　固定資産 　 　 　 　 　 　

　１ 有形固定資産 　 6,923,419 52.1 　 5,948,554 64.3

　２ 無形固定資産 　 85,732 0.6 　 45,584 0.5

　３ 投資その他の資産 　 　 　 　 　 　

　　(1) 保証金 　 2,436,965 　 　 485,197 　

　　(2) その他 　 871,029 　 　 865,142 　

　　　投資その他の資産合計 　 3,307,994 24.9 　 1,350,339 14.6

　　　固定資産合計 　 10,317,147 77.6 　 7,344,477 79.4

　　　     資産合計 　 13,297,671 100.0 　 9,255,630 100.0

　 　 　 　 　 　 　

(注)　記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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　　　（単位：千円、％）

科　　目

当四半期
(平成19年３月期
第１四半期末)

（参　考）
平成18年３月期

金額 構成比 金額 構成比

(負債の部) 　 　 　 　 　 　

Ⅰ　流動負債 　 　 　 　 　 　

　１ 買掛金 　 201,575 　 　 210,401 　

　２ １年以内償還予定社債 　 84,000 　 　 84,000 　

　３ １年以内返済予定長期借入金 　 676,680 　 　 859,315 　

　４ リース債務 　 307,210 　 　 ― 　

　５ 未払金 　 235,054 　 　 206,160 　

　６ 未払法人税等 　 9,467 　 　 106,249 　

　７ 賞与引当金 　 68,823 　 　 39,768 　

　８ その他 　 718,552 　 　 375,642 　

　　　 流動負債合計 　 2,301,363 17.3 　 1,881,539 20.3

Ⅱ　固定負債 　 　 　 　 　 　

　１ 社債 　 474,000 　 　 474,000 　

　２ 長期借入金 　 2,033,490 　 　 2,484,852 　

　３ 長期リース債務 　 2,777,472 　 　 ― 　

　４ 退職給付引当金 　 24,814 　 　 23,021 　

　５ 役員退職慰労引当金 　 8,730 　 　 7,000 　

　６ その他 　 25,596 　 　 25,896 　

　　　 固定負債合計 　 5,344,103 40.2 　 3,014,770 32.6

　　　　   負債合計 　 7,645,467 57.5 　 4,896,309 52.9

　 　 　 　 　 　 　

　　　（少数株主持分） 　 　 　 　 　 　

　　　  少数株主持分 　 ― 　 　 ― 　

　 　 　 　 　 　 　

(資本の部) 　 　 　 　 　 　

Ⅰ　資本金 　 ― 　 　 1,345,555 　

Ⅱ　資本剰余金 　 ― 　 　 1,492,155 　

Ⅲ　利益剰余金 　 ― 　 　 1,521,610 　

　　       資本合計 　 ― ― 　 4,359,320 47.1
　　   負債、少数株主持分
       及び資本合計 　 ― ― 　 9,255,630 100.0

　 　 　 　 　 　 　

(純資産の部) 　 　 　 　 　 　

Ⅰ　株主資本 　 　 　 　 　 　

　１ 資本金 　 2,030,281 　 　 ― 　

　２ 資本剰余金 　 2,176,881 　 　 ― 　

　３ 利益剰余金 　 1,442,077 　 　 ― 　

　　　   株主資本合計 　 5,649,239 42.5 　 ― ―

Ⅱ　評価・換算差額等 　 　 　 　 　 　

　１ その他有価証券評価差額金 　 2,965 　 　 ― 　

　　　   評価・換算差額等合計 　 2,965 0.0 　 ― ―

Ⅲ　少数株主持分 　 ― 　 　 ― 　

　　　    純資産合計 　 5,652,204 42.5 　 ― ―

　　   負債、純資産合計 　 13,297,671 100.0 　 ― ―

　 　 　 　 　 　 　

(注)　記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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２.(要約）四半期連結損益計算書

　　　（単位：千円、％）

科　　目

当四半期
(平成19年３月期
第１四半期末)

（参　考）
平成18年３月期

金額 百分比 金額 百分比

Ⅰ　売上高 　 1,714,502 100.0 　 5,759,208 100.0

Ⅱ　売上原価 　 1,585,509 92.5 　 5,043,085 87.6

　　  売上総利益 　 128,992 7.5 　 716,122 12.4

Ⅲ　販売費及び一般管理費 　 183,895 10.7 　 565,195 9.8

　    営業利益(△営業損失) 　 △ 54,902 △3.2 　 150,927 2.6

Ⅳ　営業外収益 　 6,773 0.4 　 266,219 4.6

Ⅴ　営業外費用 　 41,661 2.4 　 68,704 1.2

      経常利益(△経常損失) 　 △ 89,790 △5.2 　 348,443 6.0

Ⅵ　特別利益 　 47,875 2.8 　 ― ―

Ⅶ　特別損失 　 ― ― 　 28,502 0.5

　    税金等調整前四半期純損 
      失(△)及び当期純利益

　 △ 41,915 △2.4 　 319,941 5.5

　    税金費用 　 755 0.0 　 161,908 2.8

    　少数株主利益 　 ― ― 　 ― ―

    　四半期純損失(△)及び当
      期純利益

　 △ 42,671 △2.4 　 158,032 2.7

　 　 　 　 　 　 　

(注)　記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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